
雑 報

「震央距離を求める公式の恒数表J

の 補 遺 及 び 訂 正

竹花 峰夫

震央及び、観測所の緯度(ちp)，経度 (λ〉を知りて震央距離を算出する公式の恒数表ー

を験震時報第7巻第3披の巻末に附して置いたが，共の後碗測所の移動或は位置の訂h

正があり，又計算或は活字の訣謬宰も 2，3あったので，之等訂正及び、補遺を一括して

表示する。

測候所名

A 阿 蘇 山

G I!I主 阜

H 庚 島

i遣2 湖

釜 111 

I 石 垣 島

I王 柿" 岡

M 松 本

オ三 津

オt 戸

N 名 古 屋

新 居 演

T 館 111 

4事 島

東 1λ 

銚 寸4

U 

ナ-‘ 
都 ~一二~I.

w 手目 歌 01 

遁加

I 

御 殿場

大宮

品川

'くp(N) 

3:30 54' 

35 24 

34 22 

23 32 

35 06 

24 20 

36 14 

36 14 

.39 08 

36 23 

35 10 

庭 ll: 

34 59 

34 04 

35 41.1 

35 44 

36 33 

34 .14 

λ(E) a b c 

1310 04' -0.5516 0.6330 0.5432 
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